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１．BRAND SUMMIT One to One SPRING 概要

名称：BRAND SUMMIT One to One SPRING 

日時：2019年3月13日（水）〜15日（金）

会場： ANA INTERCONTINENTAL MANZA BEACH RESORT

主催：コムエクスポジアム・ジャパン株式会社

◼️ブランドサミットとは
2011年よりスタートした、国内外のブランド企業のマーケターが集って行う、完全
招待制の合宿研修型カンファレンス。各業界で最先端のブランドマネジメントを行っ
ている企業の取り組みや直面している課題などを集中的にディスカッションします。
多くのマーケターとネットワーキングでき、ここをきっかけにブランド同士のコラボ
レーション企画や、パートナーとのビジネスが多数生まれています。

◼️企業・組織、そして自身の「Breakthrough」のためのコンテンツ
大幅リニューアルしたOne to One Meetingも好評

初めての年2回開催となった今回のブランドサミットには、ブランドサイド、パート
ナー企業のトップマーケター約250名が集まり、テーマである「Breakthrough」に
ついて積極的に意見を交わしました。
今回は、コンテンツも大きなBreakthroughにチャレンジ。スポンサープレゼンテー
ションの大幅削減、「One to One Meeting 」のシステム化・宿泊部屋での実施な
ど、サミットというリアルな場を通じた「新価値創造」に直結する内容としました。
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２-1．今回の主なセッション

今回のサミットでは、従来の「キーノート」ではなく、日本の業界やマーケターを熟知
したプロフェッショナル2にによる「コーチング」としてセッションを実施。フェノック
ス・ベンチャーキャピタルのアニス・ウッザマン氏からは、数々のユニコーン企業はど
んな視座でビジネスを行っているのかについて。ジェン・ウィリー氏からは、
Breakthroughを生み出すためのリーダーの在り方について、参加者に問いかける形で
セッションを行いました。

日本から世界へ！ 次世代ユニコーン企業の
ファウンダーは何を壊し、何を創造しているのか？
人口減少など、今後多くの分野で縮小を余儀なくされる日本市場では
なく、最初から世界を視野に入れてビジネスを行う日本発の企業が
次々と登場しています。世界的なスタートアップピッチイベントであ
る「スタートアップ・ワールドカップ」を主催する、フェノックス・
ベンチャーキャピタルのアニス・ウッザマン氏が成功の要件を紹介し
ます。グローバルな視野でブランドマーケティングを行わねばならな
いブランド担当者にとっても、学びの大きなセッションです。アニス・ウッザマン

フェノックス・
ベンチャー・キャピタル
共同代表パートナー & 
CEO

ジェン ウィリー
Wet Cement
創業者＆CEO

イノベーションとブレークスルーを起こす企業の
グローバルトレンド
アイディア、イノベーションの競争はすでに始まっている。変化は急
速であり、才能あるリーダーを確保するのは、日々大変になっていま
す。企業が新たな世界経済に立ち向かうためには、ブレークスルーと
イノベーションを理解し、それを起こせる環境にいないといけない。
グローバルリーダーシップを育てるジェニファー・ウィリー氏が世界
のトップ企業へ伝えている５の柱について講演します。一歩先行くた
めに、ウィリー氏が目的達成のためのリーダーシップやインセンティ
ブ、チームのマネジメントとキャリア育成についてのリサーチと事例
を紹介します。

ブランドサミットの歩き方 「思い出イノベーション」

Coaching#1

Coaching#2
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Learning Session #3「ブレークスルー事例」

サミット限定公開「ブレークスルーケーススタディ」

Learning Session #1「働き方改革」

広告主＆パートナーが協力して、
成果を伴う「働き方改革」を実現する

Learning Session #2「スタートアップ」

スタートアップ企業を知り・学ぶことで マーケティングに
イノベーションを起こす
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３．スケジュール



7



8



9

4．カンファレンスの様子 1

Coaching #1 セッションに登壇した、フェ
ノックス・ベンチャー・キャピタルのアニス・
ウッザマン氏。世界のユニコーン企業のうち、
半分がアメリカ・シリコンバレー、25％が中国、
イギリス6%、インド4％と続いている。日本は
メルカリが該当するだけ。ユニコーン企業のほ
とんどが「身近な課題を解決」を事業ドメイン
としている。誰にとってもあてはまる、ため成
長余地が大きい。まずはそうした課題を見つけ
ることが大切と話した。

Coaching #２セッションには、先日コムエク

スポジアム・ジャパンのアドバイザーに就任

したジェン・ウィリー氏が来日し登壇。

Breakthroughを生み出すため、組織のリー

ダーは何を行うべきかについて、成長してい

る企業の傾向を説明。また、参加者自身に何

をすべきかを問いかけ・書きとめてもらう形

式でセッションを進行した。

チュートリアルとして冒頭に行った「ブラン
ドサミットの歩き方」セッション。
「Breakthrough、Innovationを生み出すため、
積極的に参加者同士話すことが大切」「リア
ル場でのディスカッション、セレンディピ
ティが新しい価値を創造する」「ブランド側
はソリューションを見つけることより、それ
ぞれにとっての根本課題とは何かを考える場
に、パートナー側は広告主にとってのイノ
ベーションとは何かを企業・肩書にこだわら
ず考えるようにしてほしい」といったメッ
セージを参加者に伝えた。
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4．カンファレンスの様子 2

今回のサミットは、スポンサーセッションの数

を制限。また、プレゼンテーションの内容につ

いても、単なるサービス紹介・事例紹介ではな

く、世の中の流れ、業界の流れを反映させ、新

たな学び・気づきが得られるようにした。

One to One Meetingをパートナーの宿泊部屋で初めて実施。各部屋とも、装飾・BGMなどおもてなしの工夫を行いつつ、オー

シャンビューの景色をのぞみながら商談を行った。事前の商談セッティングも初めてシステム上で実施。情報収集・興味関心の有

無が把握しやすいため、これまで以上に充実したミーティングとなった。

「Breakthrough事例」「働き方」「スタート

アップ」などをテーマに公式セッションを実

施。企業・組織はもちろん、個人として、いか

に成長していくのかについて、様々な角度から

議論が交わされた。

期間中は、ブレックファスト、ランチ、ディナーなど、ネットワーキ

ングの時間を多数設けた。２日目の夜は、万座毛のサンセットを眺め

つつパーティーを行った。
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5．参加ブランド・パートナーの主な声

・新たな事業を担当しているので、いつも「外に出て刺激・情報を得る」ことを心
がけていました。サミットはまさに最適な場で、これだけ多くのマーケターとたく
さんのネットワーキングができ、持ち帰り切れないほどの刺激を得られました。

・冒頭のセッションで「なぜBreakthroughが必要なのか」「会社ではなく個人単
位でのBreakthroughとInnovationが必要」というメッセージがあったことで、そ
のあとの内容をそれらと結び付けて考えられました。自身の意識改革にもなり、ぜ
ひまた参加したいと思います。

・スポンサープレゼンをコンパクト、かつ内容のあるものに、という方向転換がと
てもよかったです。テクノロジーベンダー、ソリューションベンダーの方と話して
いても、我々の課題や目的を本当に意識してくださり、的確なアドバイスをもらえ
るなどとても有益でした。

・One to Oneミーティングは、事前にこちらがどんな情報を開示しておくのかで
充実度が変わると実感した。なぜ参加するのか・何を得たいのかを書くことで、今
後仕事をご一緒したいにパートナーが見つかった。

・パートナー側がオファーを出しブランド側が承認するというOne to Oneミー
ティングの仕組みがとてもよかった。それによって興味が明らかなブランドとだけ
ミーティングを行え、相手も積極的にこちらの話を聞いてくれた。

・参加者がみなレベルが高いので、テーブルでのちょっとした会話がビジネスの大
きなヒントにつながる。次回は、会社の上位役職に参加を呼び掛けたい。



12

6．参加企業一覧①

ブランド広告主参加者 85名

アディダス ジャパン株式会社
株式会社イオン銀行
アンファー株式会社
旭化成ホームプロダクツ株式会社
アスクル株式会社
アットホーム株式会社
バカルディジャパン株式会社
ブックオフコーポレーション株式会社
株式会社brista
ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・ジャパン
カルビー株式会社
キヤノンマーケティングジャパン株式会社
株式会社CHINTAI
チュラコス 株式会社
合同会社DMM.com
株式会社エウレカ
GlobaKids株式会社
ハーゲンダッツ ジャパン株式会社
株式会社はなまる
ヘンケルジャパン
Indeed Japan株式会社
株式会社I-ne
日本航空株式会社
ジャパンフリトレー株式会社
日本インタラクティブマーケティング株式会社
Japan Taxi株式会社
日本たばこ産業株式会社
株式会社カネボウ化粧品
花王株式会社
キリン株式会社
株式会社コメ兵
株式会社コーセー

九州旅客鉄道株式会社
ライフネット生命保険株式会社
ライオン株式会社
マツダ株式会社
株式会社メルカリ
メルセデス・ベンツ日本株式会社
株式会社ミスパリ
株式会社 Mizkan Holdings
モンテ物産株式会社
株式会社 日本旅行
株式会社ニトリ
株式会社NTTドコモ
オイシックス・ラ・大地株式会社
株式会社オープンハウス
パーソルキャリア株式会社
パーソルホールディングス株式会社
株式会社ポーラ
株式会社リクルート住まいカンパニー
株式会社セブン＆アイホールディングス
資生堂ジャパン株式会社
ＳＭＢＣ日興証券
ソフトバンク株式会社
損害保険ジャパン日本興亜
住友生命保険相互会社
三井住友カード
サントリーコミュニケーションズ
株式会社 東京個別指導学院
株式会社ユーキャン
合同会社ユー・エス・ジェイ
株式会社WOWOW
株式会社ヤマハミュージックジャパン
株式会社 Mizkan Holdings
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株式会社360Channel
株式会社AbemaTV
アドアジアジャパン株式会社
株式会社アドフレックス・コミュニケーションズ
株式会社AJA
株式会社バベル
株式会社ベストインクラスプロデューサーズ
ビルコム株式会社
株式会社BitStar
株式会社ブログウォッチャー
ByteDance K.K.
CHEQ japan
株式会社CMerTV
カクテルメイク株式会社
コミックスマート株式会社
クックパッド株式会社
CRITEO株式会社
株式会社サイバー・コミュニケーションズ
株式会社サイバーエージェント
株式会社CyberBull
合同会社DMM.com
Dropbox Japan 株式会社
株式会社EXIDEA
株式会社FID
株式会社FiNC Technologies
株式会社GIFMAGAZINE
GROVE株式会社
GumGum Japan株式会社
株式会社 Gunosy
株式会社IRIS
株式会社カタリ
株式会社キッズスター
株式会社Legoliss
株式会社Macbee Planet

パートナー企業 160名

6．参加企業一覧②

株式会社メディカルノート
Meltwater Japan株式会社
Momentum株式会社
株式会社NewsTV
ニールセン デジタル株式会社
ワンメディア株式会社
株式会社オープンエイト
オリコム
株式会社ペンシル
株式会社プレイド
プレイライフ株式会社
popIn株式会社
株式会社プルークス
クオン株式会社
株式会社Quark tokyo
楽天株式会社
レイサス株式会社
ルームクリップ株式会社
株式会社セールスフォース・ドットコム
SCデジタルメディア株式会社
ソネット・メディア・ネットワークス株式会社
株式会社スパイスボックス
スポティファイジャパン株式会社
株式会社Sprocket
株式会社スイッチ・メディア・ラボ
株式会社TABI LABO
株式会社トレンドExpress
TVISION INSIGHTS株式会社
株式会社UNCOVER TRUTH
ユニークビジョン株式会社
株式会社サイカ
クロストレックス株式会社
YouAppi Inc
ZETA株式会社
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7．スポンサー企業
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8．ブランド参加企業の詳細情報①

参加事業主購買における決済権限(事前アンケート参考)

参加事業主役職別分布

評価・選定, 

34.2%

承認, 32.9%

企画・提案, 

13.2%

企画・立案, 

7.9%

購買・決裁, 

7.9%

調査・分析, 

3.9%

経営者・役員・

執行役員, 

9.2%

マネージャークラス, 

39.5%
課長クラス, 

25.0%

その他, 26.3%
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業種別参加事業主実数

8．ブランド参加企業の詳細情報②

業種 人数

飲料・食品 14

化粧品・衛生用品 10

雑貨・玩具・生活用品 5

自動車・運輸機器 3

サービス 8

ファッション・繊維 4

流通・小売 6

建設・不動産・住宅 2

情報通信 2

人材・キャリアサービス 4

金融・保険 7

WEB・モバイルサービス・メディア 4

電気機器 1

学校・教育事業 4

マスコミ・メディア 2

公共機関・各種団体 1

精密・事務機器 2

その他 6
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BRAND SUMMIT運営事務局

コムエクスポジアム・ジャパン株式会社
〒106-0032

東京都港区六本木6-15-1
E-mail team@comexposium-jp.com

Tel 03-5414-5430
Fax 03-5414-5431


